
わたしたちの
お金はどう

使われるの？

歳入
（入るお金）

依存財源

自主財源

※2　その他
　　　5億7974万円 2.8％

県の補助金等（県支出金）
13億5526万円 6.5％

国からの交付金（地方消費税交付金）
11億8500万円 5.7％

借金（町債）
6億4110万円 3.1％

ふるさと寄附金等
（寄附金）
20億1万円
9.6％貯金（繰入金）

14億1281万円 6.8％

歳出
（使うお金）

職員の給与・手当等
（人件費）
53億8585万円
25.9％

児童手当・福祉関係手当等
（扶助費）
39億7556万円
19.1％

施設維持管理経費等
（物件費）
48億3373万円
23.3％

各種団体への補助金等
（補助費等）
28億7813万円
13.8％

※3　その他
　　　5億345万円 2.4％

維持補修費
4億2734万円
2.1％

繰出金
8億2951万円
4.0％

借金返済金（公債費）
5億2177万円
2.5％

義務的
経費

その他
経費

投資的
経費

一般会計当初予算額の推移

予
算
額

一般会計予算額の内訳

国の補助金等（国庫支出金）
24億7015万円 11.9%

※1　その他
　　　11億3213万円 
　　　5.4％

道路建設や災害復旧のお金
（普通建設事業費等）
14億3446万円 6.9％

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

194.0億円

200.7億円

207.1億円

198.3億円

※１の内訳…諸収入、繰越金、
分担金及び負担金、使用料
及び手数料、財産収入
※２の内訳…地方譲与税、そ
の他
※３の内訳…投資・出資金、
貸付金、積立金、予備費

207.9億円

普通建設事業費と、災
害復旧費で、固定的な
資本の形成に向けられ
る経費
投資的経費
14億3466万円
6.9％その他経費

94億7216万円
45.6％

人件費、扶助費など、義
務づけられている経費
義務的経費
98億8318万円
47.5％

国・県などの補助金、
交付金や町債など

自主財源
145億5875万円
70.0％

町民税、固定資産税、
寄附金などの独自に
確保できる収入

依存財源
62億3125万円
30.0％

町税
100億1380万円
48.1％

町税
100億1380万円
48.1％

歳入での町税も
過去最大の100億円超！
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過去最大の207億9000万円！
令和８年度 一般会計予算

会　計　区　分 予　算　額 伸び率（％） 採決の状況（１人欠席）
一般会計 207億9000万円 4.8 賛成12：反対1で可決

特別会計

土地取得 1165万2000円 ▲97.1 全員賛成で可決
国民健康保険 33億6095万3000円 2.3 賛成12：反対1で可決
後期高齢者医療 7億7130万1000円 11.5 賛成12：反対1で可決
介護保険 27億1852万1000円 2.7 賛成12：反対1で可決

水道事業会計
収益的支出 8億9480万1000円 4.8

全員賛成で可決
資本的支出 4億5657万6000円 2.6

下水道事業会計
収益的支出 12億5894万1000円 ▲11.5

全員賛成で可決
資本的支出 6億4284万2000円 ▲14.4

合　　　　　計 309億558万7000円 1.9

■ 予算特別委員会での各会計別の当初予算と採決状況

■ ふるさと寄附金の推移 ■ 基金（貯金）残高・町債（借金）残高の推移

（億円） （億円）

R4
（実績）

R4末

24.9

33.2

23.7

35.8

23.7

37.1

24.4

42.1

10.8

43.7

R5 末 R6末 R7末
（見込）

R8末
（見込）

33.3

R5
（実績）

30.3

R6
（実績）

25.0

R7
（12月末現在）

23.6
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ふるさと寄附金 町債（一般会計）残高
財政調整基金残高

※予算特別委員会は議長を除く15人で構成され、委員長は賛否に加わることができません。（賛否同数の場合は除く）
※この後本会議で報告し、議決します。

町
民
の
幸
福
を
守
り
抜
く
予
算

松
本 

忠
明 

議
員

　

多
様
化
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
・
世
代
に
き
め
細
や
か
に
配
慮

し
た
予
算
で
あ
る
。
物
価
や
労
務
費

の
高
騰
が
続
く
厳
し
い
環
境
下
に

あ
っ
て
も
、
町
民
の
幸
福
と
地
域
の

発
展
を
守
り
抜
こ
う
と
す
る
本
予
算

を
力
強
く
支
持
す
る
。

負
担
で
は
な
く
福
祉
の
増
進
を

丸
山 

千
代
子 

議
員

　
新
規
事
業
や
大
型
開
発
な
ど
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
経
常
収
支
比
率

が
上
が
り
財
政
の
硬
直
化
を
招
い
て

い
る
。
過
去
最
大
の
予
算
規
模
は
、

財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
や
起
債

か
ら
成
り
立
つ
自
転
車
操
業
で
、
財

政
破
綻
が
危
惧
さ
れ
改
め
る
べ
き
。

「
町
民
に
応
分
の
負
担
を
」と
使
用
料

な
ど
の
引
き
上
げ
検
討
は
反
対
す
る
。

住
民
福
祉
の
増
進
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

賛
成

反
対

討 論
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